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▲中山成彬文部科学大臣が番町小学校5年1組の授業を見学 -2月8日ー

五な｀ ー`ニ丁―•一ー一·―-]

I合平成 17年度教育目標
I * —橋、今川 、 練成の 3 中学校が ！ 
I 神田一橋中学校に 1 

玄 九段中学教育学校のカリキュラム I 
I合 夢の課外授業 ！ 
i * 3学期のできごと 1 
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中山文蔀科学大臣が、学校現場の意見

を義務教育改革に生かす「スクールミー

ティング」で、番町小学校を視察。5年1組

の総合的学習授業を見学された後、教職

員と意見交換を行いました。
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「
生
涯
を
通
じ
た
学
習
」
と

「
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
」
の
振
興

一

~ 
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国
際
化
、
情
報
化
社
会
に

対
応
す
る
教
育
の
推
進

育

教
育
は
、
常
に
、
普
遍
的
で
し
か
も
個
性

的
な
文
化
の
創
造
と
豊
か
な
社
会
の
形
成
に

貢
献
す
る
こ
と
を
期
す
と
と
も
に
、
社
会
の

変
化
に
対
応
し
て
、
絶
え
ず
そ
の
あ
り
方
を

見
直
し
な
が
ら
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
よ
う
な
考
え
に
立
ち
、
千
代
田
区
教

育
委
員
会
は
、
教
育
基
本
法
に
則
り
、
千
代

田
区
の
教
育
の
歴
史
と
伝
統
を
踏
ま
え
、
我

が
国
の
歴
史
や
文
化
を
継
承
•
発
展
さ
せ
る

千
代
田
区
教
育
委
員
会
は
、
「
千
代
田
区
新
世
紀
構
想
」
に
示
さ
れ
た
基
本
理
念

で
あ
る
「
都
心
の
魅
力
に
あ
ふ
れ
、
文
化
と
伝
統
が
患
づ
く
ま
ち
千
代
田
」
の
実
現

を
目
指
し
、
末
来
を
担
う
子
と
も
た
ち
に
対
し
て
以
下
に
示
し
た
人
間
像
の
育
成
に

向
け
て
教
育
を
推
進
す
る
。

0
社
会
規
範
を
身
に
付
け
、
社
会
に
貢
献
し
よ
う
と
す
る
人
間

0
個
性
を
磨
き
、
生
涯
を
通
じ
て
学
ぶ
意
欲
と
創
造
力
を
も
っ
た
人
間

0
豊
か
な
心
を
備
え
、
国
際
社
会
で
活
躍
で
き
る
人
間

ま
た
、
学
校
教
育
及
び
社
会
教
育
を
充
実
し
、
誰
も
が
生
涯
を
通
じ
て
主
体
的
に

学
ぶ
こ
と
の
で
き
る
生
涯
学
習
社
会
の
実
現
を
図
る
と
と
も
に
、
受
け
継
が
れ
て
き

た
伝
統
文
化
を
育
て
な
が
ら
、
千
代
田
ら
し
い
新
た
な
文
化
の
創
出
に
努
め
る
。

そ
し
て
、
教
育
は
、
家
庭
、
学
校
及
び
地
域
の
そ
れ
ぞ
れ
が
責
任
を
果
た
し
、
連

携
し
て
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
の
認
識
に
立
っ
て
、
千
代
田
区
に
住
み
、
働

き
、
学
び
、
集
う
、
す
べ
て
の
人
々
が
教
育
に
参
加
す
る
こ
と
を
目
指
す
。

国
際
社
会
に
あ
っ
て
、
日
本
人
と
し
て
の

教
養
と
誇
り
を
持
ち
、
世
界
の
人
々
と
積
極

的
に
対
話
し
、
世
界
を
舞
台
に
行
動
で
き
る

人
材
の
育
成
が
必
要
で
あ
る
。

そ
の
た
め
、
国
際
理
解
教
育
を
よ
り

一
層

充
実
し
、
世
界
の
中
の

H
本
人
と
し
て
の
ア

イ
デ
ン
テ
イ
テ
ィ
を
育
て
る
教
育
を
推
進
す

る
と
と
も
に
、
情
報
教
育
や
環
境
教
育
の
推

進
を
図
る
。

人
生

80
年
時
代
と
な
り
、

自
由
時
間
の
増

加
や
教
育
水
準
の
向
上
が
、

価
値
観
の
多
様

化
を
生
み
、
自
己
実
現

へ
の
意
欲
の
高
ま
り

と
個
性
を
伸
ば
す
生
涯
学
習
へ
の
需
要
を
喚

起
し
て
い
る
。

‘ 
・l 鴫

教

目

標

... 

こ
と
の
で
き
る
、
心
身
と
も
に
健
康
で
人
間

性
豊
か
な
区
民
の
育
成
を
願
い
、
教
育
を
推

進
す
る
。

そ
こ
で
、
以
下
の
「
教
育
目
標
」
に
基
づ

き
、
将
釆
を
担
う
人
材
の
育
成
を
す
る
と
と

も
に
、
区
民
が
千
代
田
に
誇
り
と
愛
着
を
も

ち
、
学
習
と
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
通
じ
て
、
生

涯
に
わ
た
り
生
き
が
い
の
あ
る
社
会
生
活
を

営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
積
極
的
に
教
育

行
政
を
推
進
し
て
い
く
。

そ
の
た
め
、
人
々
が
生
涯
に
わ
た
り
充
実

し
た
生
活
を
お
く
り
、
自
己
実
現
を
図
る
よ

う
、
さ
ま
ざ
ま
な
学
習
機
会
を
通
じ
て
、
自

ら
学
び
、
文
化
や
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
活
動

を
推
進
す
る
。

家
庭

・
学
校

・
地
域
の
協
働
を
通
し
て
、

都
心
千
代
田
に
ふ
さ
わ
し
い
魅
力
あ
る
教
育

環
境
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
た

め
、
大
学
や
企
業
•
N
P
O

等
と
の
緊
密
な

連
携

・
協
力
の
も
と
に
、
地
域
に
根
ざ
し
区

民
の
期
待
に
応
え
ら
れ
る
、
開
か
れ
た
学
校

運
営
を
重
視
し
た
教
育
行
政
を
展
開
す
る
。
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区
民
の
教
育
へ
の
参
加
と

学
校
運
営
の
充
実

而
i
g
-
―

I

喜
一
一
塁
鳳
盟
図

【
千
代
田
区
教
育
委
員
会
の
基
本
方
針
】

千
代
田
区
教
育
委
員
会
は
、
「
教
育
目
標
」

を
達
成
す
る
た
め
に
、
以
下
の
「
基
本
方
針
」

及
び
施
策
の
方
向
に
基
づ
き
、
千
代
田
区
に
住

み
、
働
き
、
学
び
、
集
う
1
0
0
万
人
の
人
々
や

企
業
等
、
す
べ
て
の
人
々
と
連
携
・
協
働
し

て
、
総
合
的
に
教
育
施
策
を
推
進
す
る
。

す
べ
て
の
大
人
、
子
ど
も
が
人
権
尊
重

の
理
念
を
正
し
く
理
解
す
る
と
と
も
に
、

他
人
を
思
い
や
る
心
や
規
範
意
識
、
社
会

生
活
上
の
ル
ー
ル
を
守
る
な
ど
の
社
会
性

を
は
ぐ
く
む
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

そ
の
た
め
、
す
べ
て
の
学
校
教
育
活
動

を
通
し
て
人
権
教
育
及
び
心
の
教
育
を

充
実
さ
せ
る
と
と
も
に
、
社
会
性

・
公

共
の
精
神
を
は
ぐ
く
む
教
育
を
推
進
す

る
。4

月
か
ら

一
橋
、
今
川
、
練
成
中
学
校

が
対
等
統
合
し
「
神
田

一
橋
中
学
校
」
と

し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

こ
の

1
年
間
、
3
校
の
生
徒
や
教
職
員

の
間
で
様
々
な
交
流
活
動
を
行
い
着
々
と

開
校
準
備
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

神
田
地
区

3
校
と
も
地
域
に
支
え
ら
れ

発
展
し
て
き
た
歴
史
と
、
長
年
に
わ
た
っ

て
培
わ
れ
た

60
年
近
い
伝
統
を
持
っ
て
お

り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
関
係
者
の
皆
さ
ま

の
様
々
な
思
い
を
繋
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
「
神
田

一
橋
中
学
校
」
を
、
地
域

に
開
か
れ
た
教
育
活
動
・
情
報
教
育
特
別

推
進
校
と
し
て
指
定
し
特
色
化
を
図
り
、

「
学
び
た
い

・
学
ば
せ
た
い
中
学
校
」
と
し

て
生
徒

・
保
護
者
に
選
ば
れ
る
学
校
づ
く

り
を
推
進
さ
せ
ま
す
。

【

情

報

教

育

】

①

I
T
を
活
用
し
た
学
力
向
上
ー
授
業
に

お
け
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
積
極
的
活
用
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
配
信
教
材
を
利
用
し

た
授
業
等
を
行
い
ま
す
。

②
情
報
専
門
の

N
P
O
と
連
携
し
た
、
著

作
権
や
個
人
情
報
保
護
等
の
情
報
モ
ラ

ル
教
育
を
行
い
ま
す
。

③
総
合
的
な
学
習
の
時
間
に
位
置
づ
け
て
、

問
合
せ
学
校
施
設
課

電
話
(
5
2
1
1
)
4
3
3
7

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
自
在
に
活
用
で
き
る

ま
で
の
ス
キ
ル
を
身
に
付
け
ま
す
。

④

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
活
用
し
た
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
能
力
の
向
上
に
取
り
組
み
ま
す
。

【
確
か
な
学
力
の
育
成
】

①
少
人
数
指
導

・
習
熟
度
別
学
習
の
充
実

②
達
成
度
調
査
と
そ
れ
に
基
づ
い
た
授
業

改
善
を
行
い
ま
す
。

③
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
授
業
の
指

導
補
助
や
土
曜
日
に
、
学
カ
パ
ワ
ー
ア

ッ
プ
教
室
を
行
い
ま
す
。 4月

スタート

t
 

●
基
本
方
針
ー

人
権
尊
重
の
精
神
と
社
会
性
を

は
ぐ
く
む
教
育
の
推
進

生
涯
を
通
じ
て
自
ら
学
び
、
自
ら
考
え
、

自
ら
行
動
し
て
、
創
造
的
に
自
己
実
現
を

図
り
、
充
実
し
た
生
き
方
が
で
き
る
よ
う

に
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

そ
の
た
め
、
基
礎
的
な
学
力
を
は
じ
め
、

探
究
心
や
発
想
力
、
創
造
力
な
ど
幅
広
い

学
力
を
高
め
る
教
育
、
「
知

・
徳

・
体
の

バ
ラ
ン
ス
良
い
発
達
」
を
目
指
す
教
育
を

誰
進
す
る
。
あ
わ
せ
て
、
生
き
る
力
を
は

ぐ
く
む
教
育
活
動
の
基
盤
と
し
て
特
色
あ

る
学
校
づ
く
り
を
推
進
す
る
。

●
基
本
方
針
2

個
性
と
創
造
力
を
伸
ば
す

教
育
の
推
進

3
 

2
 



カリキュラムで
千代田区立九段中等教育学校の基本カリキュラムができ上がりました。

6年間を生徒の発達段階によって2年ごとの基礎学力養成期、充実期、発展期の3段階に分けました。

基礎学力養成期では学びの習慣を身に付け、充実期ではほんものに触れる多くの体験を通して自己

の進路意識を高め、そして発展期では進路実現を可能にすることを目指していきます。

教育課程（案）

こ 基礎学力養成期 充実期 発展期

1年 2年 3年 4年 5年 6年

1 
現代文 現代文

2 
国語 国語 国語 国語総合

3 

4 古典 政治経済

5 

社会 社会 世界史B
倫理

6 
社会

7 日本史B
体育

8 ， 数学I 保健
数学 数学

10 
数学 数学II

11 
数学A リーティング

12 

13 理科 理科

理科
化学I 数学B

14 

音楽
ライティング

15 
音楽 理科総合B

16 美術 音楽 物理I
美術 美術

家庭基礎
17 

18 保健体育 体育

保健体育 保健体育
生物I

19 

20 
技術・家庭

技術・家庭
芸術I 体育

21 
技術・家庭

保健22 

23 英語I 選択科目

英語
英語 英語

24 
英語II

25 
OCI 

26 EA EA EA 

27 道徳 道徳 道徳

特別活動
情報B ライティング

28 特別活動 特別活動

29 LHR LHR LHR 
総合 総合 総合

総合 総合 総合30 

※ EA ••• イングリ ッシュ・アクティピテ ィ ーズ OC I • • • オーラル・コミュニケーシ ョ ン I LHR • • • ロングホームルーム

学校行事（案）

=I l l 必l II E ll rゴ1l II ， 」L 因 」,--.,ー--9’’● o ュ r .... 

千代田区達成度調査 前期中間考査 夏期補習 夏期補習 文化祭英語劇

学 習 英語合宿③ 前期期末考査

始業式 生徒総会 I l 学校公開週間 保田臨海学薗① 軽井沢高原学園② 防災訓練

行 事 I！入学式 体育祭 ，音楽鑑賞① 瀞泳訓練（至大荘）④ 瀞泳訓練（至大荘）④

移動教室j

--. - 一 l ●-●,―-・'ー一 •一・.―一 -• --
実カテスト 各種検定 スピーチコンテスト 各種検定 実カテスト

土 曜 ディベート大会

『学び』が変わる
一九段中等教育学校のカリキュラムー

b五tを担うリーダーの育成
キャリア教育を推進し、未来の日本を担う強きリー

ダーとなる人材を育成します。具体的には、進路学習、

総合学習等で企業、在外公館、官公署等、日本のトッ

プで活躍している方々とディスカッションする機会を

設けます。また、国際社会で活躍できる人間を育成

するため、総合的な英語力を養います。（イングリッニ

アクティビティーズ）

b―土曜スタティ
土曜日は、基礎養成講座、応用講座など様々な講座

を開き生徒の要望に応えます。また、学カテストによ

り自己の学力診断をしたり資格取得講座(TOEIC、

TOEFL、漢検等）を行い自己の進路に役立てます。

さらに、学習文化体育活動を効果的に行います二」

し 一人ひとりにマッチした指導

6年間を通して生徒を継続的に把握し、個性や創造

性を高め、優れた才能を発見していきます。具体的に

は、数学英語で習熟度別の少人数授業を行います。

また、後期課程では単位制を取り入れ、生徒一人ひと

りの進路希望実現に向けてきめ細かな指導をしロ

きます。

［時間）
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前期課程 (3年間）で学ぶ授業時数の比較

し ームレスなカリキュラム
各教科•科目ことに中学校と高等学校の重複部分

を統合し、効果的なカリキュラムを編成します。

前期課程においても積極的に高等学校の学習内容

を扱っていきます。

|
-

理科
英語

し あなたの夢の実現
思考や感性、創造性が柔軟な時期に数多くの教科・

科目を学び、自己の興味や才能を伸ばし、自己の可能

性を広げていきます。

（国公立難関私立大学進学に対応した科目の設□
；一 ひの基盤つくり

前期課程では国語•数学·英語の授業時数を増やし、

基礎学力を早い時期から定着させます。

そのうえで、後期課程では、応用力を確実に身に付

けられるようにします。知識の定着だけでなく思考力

や判断力表現力等を高めます゜ ＿」

後期中間考査 学年末考査

前期終業式 生徒総会

後期始業式 短期留学②

小中陸上競技大会Q辺通） 連合文化祭②

各種検定

健康教育週間

通徳授業地区公開講座GX以③ 各種検定
公開授業

実カテスト

海外修学旅行⑤

クロスカントリー

卒業式修了式

芸術鑑賞教室

雅楽教室
-7: 

ポランティア学習

〇数字は学年

5
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この冬も寒さが厳しい日が続きました

が、各学校や幼稚園では、進級、卒業 ・

卒園といった旅立ちに向けて、3学期に

はどんな出来事があったのでしょうか。

その一コマを子どもたちの元気な姿と

ともにご覧ください。

▲高齢者とのふれあい「昔遊び一紙ひこうき」

1月20日（木） 一昌平幼稚園一

ー今川中学校一

夢の課外授禁 —子どもたちに生きる力と夢を一
「夢に挑戦してきた人」が小学校を訪問し講師を務める「夢の課外授業」（二十一世紀

倶楽部主催）が、 3校で開催されました。

今年度は、プロ野球読売巨人軍の選手をお迎えしました。

□ヽ「何事も楽しく。そして、たくさん遊ほう！」ェ藤公康さん
●, "..  _._._.――._._. __  _ _._._.――._._._ 
工藤公康さんが、 11月22日（月）に九段小を訪問しました。

子どもたちの大きな歌声に迎えられた工藤さんは、 まず子

ども時代を振り返り、外でのびのびと遊ぶことと丈夫な体を

つくることの大切さを語りました。

そして、九段小の先生方の構えるミットめがけて鮮やかな

投球を披露、さらに子どもたちに野球の実技指導、そして

6年生とはキャッチボールをしてくれました。

最後に、「何事にも前向きな気持ちで頑張れ。そうすると

楽しく取り組める。」と、温かいメ ッセー ジを送ってくれまし

....ピッチング指導をする工藤公康選手

「素直な気持ちで努力をしよう。」 小久保裕紀さん
• ー・一
小久保裕紀さんが、 12月13日（月）に和泉小を訪問しました。

小久保さんは、野球を始めた少年時代の思い出や、けがか

ら復活したときの経験など、夢を実現させてきた道のりを熱

く語り、「毎日少しずつ栢み重ねることが大切。」「まっすぐな

気持ちで目標に向かって。」と、 子どもたちに呼びかけました。

その後、実技指導も行われ、あこがれの選手から楽しく丁寧

なアドバイスを受けた子どもたちはうれしいひとときを過ごし

ました。

▲小久保裕紀選手と笑顔で記念写真

｀ ［一生懸命さを忘れずに。」
ィ＿志敏久さん

ー・一・一・ー・一・ー・ー・―._. _. _. _ 
仁志敏久さんが、1月27日（木）に昌平小を訪問しました。

仁志さんは、父親から厳しく野球を教えられた小学生時代

の思い出を振り返り、「一生懸命やることが大事。そうすれ

ばどんなことでも上達する。」と成功へのプロセスについて

語りました。

そして子どもたちにバッティングやキャッチボールについて

の実技指導が行われ、さらに「仲間を大切にして助け合おう。」

との温かくさわやかなメッセージが送られました。 ▲ ボールをトスする仁志敏久選手
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「
こ
れ
、
お
兄
さ
ん
に
教
え
て
も

ら
っ
た
ん
だ
！
」
「
ま
た
明
日
も
来

て
く
れ
る
の
？
」

…
。
先
日
、
同

じ
学
区
域
内
に
あ
る
中
学
校
と
の

交
流
で
、
5
歳
児
は
ブ

ン
ブ
ン
ゴ
マ

な
ど
を

一
緒
に
作

っ
て
遊
び
、

3

.
4
歳
児

は
人
形
劇
や
紙
芝
居
を
見
せ
て
も
ら
い
ま
し

た
。
交
流
後
の
中
学
生

の
感
想
文
に

「授
業

時
間
だ
け
で
は
終
わ
ら
ず
放
課
後
に
も
準
備

を
し
て
大
変
だ

っ
た
け
ど
、

喜
ん
で
く
れ
た

の
で
う
れ
し
か

っ
た
」
「
初
め
は
ど
う
し
て
良

い
か
分
か
ら
な
か

っ
た
け
ど
だ
ん
だ
ん
に
慣

れ
て
き
て
、
小
さ

い
子
は
か
わ

い
い
と
思

っ

た
」
な
ど
、
心
温
ま
る
も
の
が
多
く
あ
り
ま

し
た
。
子
ど
も
た
ち
に
話
し
か
け
る
表
情
も

と
て
も
穏
や
か
で
優
し
く
、

見
て
い
る
こ
ち

ら
ま
で
う
れ
し
く
な
る
よ
う
で
し
た
。

こ
の
交
流
に
先
駆
け
て
教
師
間
の
事
前
打

合
せ
を
十
分
に
行
え
た
こ
と
、

中
学
生
が
必

要
な
こ
と
を
考
え
準
備
し
て
来
て
く
れ
た
こ

と
か
ら
、
こ

の
活
動
が
幼
児
と
中
学
生
の
双

方
に
と

っ
て
有
意
義
な
も
の
に
な

っ
た
こ
と

に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

少
子
化
が
進
む
中
で
、
千
代
田
区
で
も
次

世
代
育
成
支
援
行
動
計
画
が
策
定
さ
れ
様
々

な
支
援
や
具
体
策
が
示
さ
れ
て

い
ま
す
。

， 

幼
稚
園
に
も
、
幼
児
教
育
の
充
実
は
も
と
よ

り
、
親

へ
の
支
援
、
そ
し
て
親
に
な
る
前
の

世
代
へ

の
支
援
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

少
子
化
の
原
因
の
ひ
と

つ
に
、
「
子
育
て

の
楽
し
さ」

よ
り
「
大
変
さ
」
の
方
が
ク

ロ

ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ、

親
に
な
る
こ
と
を
た
め

ら
う
若
者
が
増
え
て
い
る
現
状
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
き
ょ
う
だ
い
数
が
減
り
近
所
で
小
さ

い
子
に
触
れ
る
機
会
も
少
な
い

こ
と
か
ら
、

実
際
に
親
に
な

っ
た
時
に
子
ど
も

へ
の
接
し

方
が
分
か
ら
ず
不
安
感
を
も
つ
姿
も
多
く
見

ら
れ
ま
す
。

L
 

以
前
「
子
育
て
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
で
、

高
校
生
の
育
児
体
験
に
参
加
し
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
0
歳
の
赤
ち
ゃ
ん
を
連
れ
た
母
親

が
保
健
師
を
交
え
て
子
育
て
の
悩
み
な
ど
を

話
す
中
に
高
校
生
も
参
加
し
、
抱
き
方
や
オ

ム
ツ
の
取
り
替
え
方
を
教
え
て
も
ら
う
と
い

う
も
の
で
す
。
こ
こ
に
参
加
し
た
高
校
生
は

前
も
っ
て
実
際
の
0
歳
児
と
同
じ
大
き
さ

・

重
さ
の
人
形
で
抱
き
方
を
教
わ
っ
て
い
た
こ

と
か
ら
、
本
当
に
抱
け
る
の
を
と
て
も
楽
し

み
に
し
て
い
た
よ
う
で
す
。
「
子
育
て
は
大
変

だ
け
ど
、
楽
し
い
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
る
と

思
い
ま
し
た
」
「
私
も
赤
ち
ゃ
ん
が
欲
し
い
と

思
い
ま
し
た
」
な
ど
の
感
想
が
多
く
み
ら
れ

ま
し
た
。

千
代
田
区
で
も
夏
休
み
を
中
心
に
、
多
く

の
高
校
生
が
幼
稚
園
や
保
育
園
で
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
と
し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。
中
に
は
次

の
年
に
も
継
続
し
て
来
て
く
れ
る
高
校
生
が

い
る
の
も
う
れ
し
い
こ
と
で
す
。

こ
う
い
っ
た
か
か
わ
り
が
、
幼
児
に
と
っ

て
は
憧
れ
や
将
来
へ
の
め
あ
て
を
も
つ

こ
と

に
な
り
、
同
時
に
中
高
生
に
と
っ

て
は
親
に
な
る
準
備
に
も
繋
が
る

貴
重
な
体
験
に
な
っ
て
い
る

こ
と

を
実
感
し
て
い
ま
す
。

ー

S
0
1
4
0
0
1

内
部
監
査
を
実
施

1
月
2
4
日
旧
か
ら

2
月
9
日
水
に
か

け
て
、
校
園
長
及
び
教
育
委
員
会
管
理

職
貝
が
監
査
員
と
な
り
、
学
校

・
園
ー

s
o活
動
の
監
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

こ
の
監
査
は
、
自
校

・
園
で
気
づ
か
な

い
不
具
合
な
点
と
他
校

・
園
に
参
考
と

な
る
良
い
点
を
明
ら
か
に
し
、
今
後
の

活
動
に
生
か
し
て
い
く
こ
と
を
日
的
と

し
て
い
ま
す
。

学
校

・
園
で
は
、
引
き
続
き
環
境
に
や

さ
し
い
活
動
と
し
て
、
環
境
教
育
の
充

実
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
址
の
削
減
等
に

努
め
て
参
り
ま
す
。

問

合

せ

教

育

総
務
課

電
話

(5
2
1
1
)
4
2
7
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5
月
発
行
予
定
で
す
。

千
代
田
区
教
育
広
報
誌
「
か
け
は
し
」
で

は、

皆
様
か
ら
の
声
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

ご
意
見

・
ご
感
想

・
ご
要
望
等
を
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。

次
号
か
け
は
し
は
、

教
育
広
報
「
か
け
は
し
」
第
六
十
八
号

平
成
十
七
年
三
月
十
七
日
発
行

編
集
発
行
千
代
田
区
教
育
委
目
会

千
代
田
区
九
段
南
一
丁
目
6
番

11
号
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